
   

 

2025年 10月 27日 

各 位 

会 社 名 株式会社大分銀行 

代表者名 取締役頭取 高橋 靖英 

 （コード：8392、東証プライム 福証） 

問合せ先 総合企画部長 河野 雅之 

 （TEL．097-534-1111） 

 

2026年３月期第２四半期末の有価証券含み損に関するお知らせ 

 

当行及び連結子会社の保有する有価証券（満期保有目的の債券）について、2026年３月期第２四半期末に

おける有価証券の含み損を算出した結果、その総額が以下のとおりとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 対象となる有価証券（満期保有目的の債券） 

（Ａ）2026年３月期第２四半期末の有価証券含み損の総額 3,722百万円 

（Ｂ）2025年３月期の連結経常利益の額 

（Ａ／Ｂ×100） 

11,088百万円 

（33.6％） 

（Ｃ）2025年３月期の親会社株主に帰属する当期純利益の額 

（Ａ／Ｃ×100） 

7,555百万円 

（49.3％） 

（注） １．「満期保有目的の債券」のうち、時価を合理的に算定できるものの全てを対象としております。 

 ２．対象有価証券の帳簿価額 42,176百万円 

 時  価 38,453百万円 

 

２． 業績への影響について 

（2026年３月期第２四半期） 

本件による業績予想への影響はございません。なお、株式等売却益及び有価証券利息配当金が当初予想

を上回る見込みとなったことから、2025年５月 12日に公表いたしました 2026年３月期第２四半期の業績

予想を上方修正しております。詳細につきましては、本日（2025年 10月 27日）公表の「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

（2026年３月期通期） 

本件による業績予想への影響はございません。なお、2026 年３月期通期の業績予想につきましては、11

月 10日に予定しております第２四半期決算発表時にお知らせいたします。 

 

※本資料に記載されている業績予想に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

（参考） 

１．当行及び連結子会社の第２四半期末は、９月 30日です。 

２．2026年３月期第２四半期末における有価証券（満期保有目的の債券）の含み益及び差引含み益は、

以下のとおりです。 

（Ｄ）2026年３月期第２四半期末の有価証券含み益の総額 ―百万円  

（Ｅ）2026年３月期第２四半期末の有価証券差引含み益の総額（Ｄ－Ａ） △3,722百万円  

 


